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一
九
○
一
年
に
結
党
し
た
フ
ラ
ン
ス
急
進
社
会
党
は
、
そ
れ
以
前
の
急
進
主
義
運
動
も
含
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
に
果
た

し
た
役
割
は
無
視
で
き
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
急
進
社
会
党
は
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
た
び
た
び
政
権
を
担
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
見
ら
れ
る
進
歩
性
と
保
守
性
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
に
お
け
る
大
き
な
存
在
感
を
残
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
急
進
社
会
党
は
、
今
や
過
去
の
政
党
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
一
に
、
こ
の
党
が
唱
え
た
、
非
宗
教
化
の

問
題
は
今
日
で
は
さ
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
遺
児
と
し
て
の
反
共
和
主
義
に
対
す

る
戦
い
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
か
っ
て
競
い
合
っ
た
社
会
党
や
共
産
党
と
い
っ
た
左
翼
政
党
と
の
問
題
で
も
、

明
確
な
対
立
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
政
党
は
滅
亡
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
滅
亡
し
た
過
去
の
政
党
を
研
究
す
る
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歴
史
の
研
究
は
そ

う
い
う
も
の
だ
と
い
う
あ
り
き
た
り
の
答
え
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
は
い
さ
さ
か
古
い
が
、
私
が
、
『
日
仏
政
治
学
会
ニ
ュ
ー
ス
』

（
第
四
号
、
一
九
八
八
年
二
月
）
に
書
い
た
文
章
の
一
部
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
（
一
九
八
七
年
）
五
月
六
日
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
国
際
関
係
学
部
（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
に
サ
イ
モ
ン
・
サ
ー
フ

ァ
テ
ィ
教
授
を
訪
ね
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
政
治
と
国
際
問
題
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
一
九
八
○
年
に
設
立
さ
れ
た
外
交
政

策
研
究
所
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
）
の
所
長
も
か
ね
て
お
り
、
こ
こ
は
、
ア
メ
リ
カ
外
交
、
日
米
関
係
、
そ
の
他
世
界
す
べ
て
の
地
域

の
問
題
を
研
究
す
る
、
学
者
だ
け
で
な
く
政
府
関
係
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
参
加
す
る
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
フ
ァ
テ
ィ
教
授
に
よ
れ
ば
欧
米
関
係
の
研
究
の
比
重
が
少
し
づ
っ
下
が
っ
て
く
る
の
は
や
む
を
え
な
い
と
の
こ
と
で

ま
え
が
き

1



私
の
自
己
紹
介
的
な
前
置
き
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
い
や
そ
う
で
は
な
い
、
と
サ
ー
フ
ァ
テ
ィ
教
授
は
答
え
た
。

現
在
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
か
っ
て
の
急
進
社
会
党
を
支
持
し
て
い
た
層
を
、
左
が
と
る
か
右
が
と
る
か
、
ど
ち
ら
が

と
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
、
と
。
第
五
共
和
制
の
制
度
の
論
理
か
ら
い
っ
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
か
ら
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
ま
で

保
守
派
と
中
道
派
の
連
合
が
成
功
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
社
会
党
は
従
来
の
革
新
派
に
中
道
派
を
補
充
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
ド
・
ゴ
ー
ル
が
右
か
ら
や
っ
た
こ
と
を
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
左
か
ら
や
ら
な
け
ば
な
ら
な

い
。
平
均
的
な
フ
ラ
ン
ス
人
は
共
産
主
義
の
左
翼
を
好
ま
な
い
と
同
様
に
保
守
的
な
右
翼
も
好
ま
な
い
。
こ
う
い
っ
た
意

味
で
か
っ
て
急
進
社
会
党
を
支
持
し
て
い
た
層
は
依
然
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
帰
す
う
に
影
響
を
あ
た
え
る
だ
ろ
う
」
。

フ
ラ
ン
ス
で
最
古
の
政
党
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
評
判
の
よ
く
な
い
政
党
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
急
進
社
会
党
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
政
党
を
研
究
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
い
か
な
る
政
党
で
も
栄
枯
盛
衰
の

歴
史
は
あ
る
し
、
使
い
古
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
時
点
で
言
え
ば
、
私
の
フ
ラ
ン
ス
急
進
社

会
党
の
研
究
は
、
ソ
連
の
共
産
党
を
研
究
す
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
大
学
院
生
と
し
て
勉
強
を
始
め
て

最
初
に
手
に
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ル
ド
ネ
教
授
の
著
書
は
、
急
進
社
会
党
を
、
政
党
構
造
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
党
の

特
性
や
党
の
機
構
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
議
員
の
党

あ
っ
た
。

く
わ
え
た
の
だ
っ
た
。

私
は
ま
ず
、
自
分
が
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
、
と
り
わ
け
急
進
社
会
党
を
専
門
に
勉
強
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
た
と

え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
・
軍
事
問
題
な
ど
に
は
興
味
も
な
け
れ
ば
知
識
も
な
い
こ
と
を
率
直
に
の
べ
、

そ
し
て
い
さ
さ
か
自
虐
的
に
フ
ラ
ン
ス
急
進
社
会
党
と
い
っ
て
も
今
は
研
究
の
価
値
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
つ
け
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バ
ル
ド
ネ
教
授
に
つ
い
て
も
、
悲
喜
劇
的
な
回
顧
は
あ
る
。
関
西
大
学
考
古
学
資
料
室
の
『
肝
陵
」
第
十
六
号
（
一
九
八
七

年
十
二
月
二
十
日
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ル
ド
ネ
ロ
四
コ
匡
団
胃
号
ご
ロ
里
教
授
に
会
う
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
、
ギ
メ
美
術
館
三
房
肝
⑦
昌
日
里

を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
バ
ル
ド
ネ
教
授
の
著
書
『
急
進
党
の
構
造
の
変
遷
』
（
パ
リ
、
一
九
六
○
年
）
は
現

在
で
も
フ
ラ
ン
ス
急
進
党
研
究
の
基
本
的
な
文
献
だ
と
信
じ
る
が
、
と
く
に
私
に
と
っ
て
は
修
士
論
文
の
大
半
を
こ
の
著

書
か
ら
の
引
用
で
埋
め
て
お
り
、
一
九
七
七
年
五
月
は
じ
め
て
渡
仏
し
た
時
に
、
何
が
何
で
も
彼
に
会
い
た
い
と
思
っ
て

念
願
か
な
い
パ
リ
十
六
区
の
パ
ッ
シ
ー
勺
閉
署
に
あ
る
彼
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
訪
問
し
た
の
は
七
月
の
あ
る
日
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
自
分
の
研
究
は
古
い
と
言
っ
て
ま
と
も
に
私
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
当
時
国
際

法
に
専
攻
を
変
え
て
い
た
し
、
過
去
の
自
分
の
著
書
に
つ
い
て
東
ア
ジ
ア
の
果
か
ら
来
た
下
手
な
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
若

輩
に
ま
じ
め
に
話
を
す
る
気
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
彼
は
目
を
輝
か
せ
て
言
っ
た
、
自
分
は
日
本
の
美

術
に
興
味
が
あ
る
、
教
え
て
く
れ
な
い
か
、
と
」
。

こ
の
引
用
文
の
中
の
キ
ー
・
セ
ン
テ
ン
ス
は
、
バ
ル
ド
ネ
教
授
が
自
分
の
研
究
は
も
う
古
い
と
言
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
東

ア
ジ
ア
の
果
か
ら
来
た
若
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
答
え
は
、
本
書
全
体
が
そ
う
で
あ
る
と
言
う
べ
き
か
、
な
い
し
は
あ
と
が
き
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

な
お
、
本
書
に
は
急
進
社
会
党
と
直
接
関
係
の
な
い
い
く
つ
か
の
論
文
も
収
め
た
。
そ
の
方
が
全
体
の
趣
旨
を
よ
く
説
明
で

に
対
す
る
優
越
、
一

い
う
わ
け
で
あ
る
。

党

い
た
。

員
の
無
関
心
、
党
中
央
機
関
の
脆
弱
さ
、
諸
派
の
離
合
集
散
な
ど
は
こ
の
政
党
の
党
構
造
に
由
来
す
る
と
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き
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
害
を
出
版
す
る
に
当
た
っ
て
関
西
大
学
研
究
成
果
出
版
補
助
金
を
受
け
た
。
満
腔
の
謝
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
年
十
一
月
二
十
日

土
倉
琴
元

爾

1V



第 ま
え
が
き

第
六
節

第
五
節

第
四
節

第
三
節

第
二
節

第
一
節

一

章
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ラ
ン
ス
革
命
と
フ
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．
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進
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と
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ラ
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第
三
章
地
方
史
の
急
進
社
会
党
…

第
二
章
急
進
社
会
党
と
第
三
共
和
制
…
…
：
…
…
…
…
：
…
：
…
…
：
…
：
…
…
：
…
：
：

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

は
じ
め
に
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・

急
進
社
会
党
に
お
け
る
地
方
組
織
…
…
．
．
：
…
…
：
：
…
：
…

ノ
ー
ル
県
の
急
進
派
（
一
八
七
○
～
一
八
八
九
）
：
：
：
：
：

は
じ
め
に
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
制

「
幹
部
政
党
」
と
「
大
衆
政
党
」
：
：
：
…
：
：
：
：
…
：
：
…
：
．
：
：
：
：
：
…
…
：
…
．
．
：
：
。
：
：
…
…
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
弱

フ
ラ
ン
ス
急
進
社
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：
…
：
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：
：
：
…
…
…
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：
：
…
．
：
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：
：
…
・
…
．
：
．
：
…
：
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：
：
：
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．
：
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：
：
蛇

そ
の
歴
史
的
変
遷
…
：
：
：
…
：
…
：
：
：
…
…
：
：
…
：
：
：
…
：
：
：
：
：
．
：
：
…
：
：
：
：
：
．
：
…
…
．
：
：
…
：
：
：
：
：
：
５１

そ
の
政
党
的
特
質
…
：
：
：
…
…
・
…
…
：
…
：
：
…
…
：
…
…
：
：
…
：
…
：
．
．
：
．
：
…
：
：
：
．
：
：
．
…
．
：
：
…
：
．
…
：
：
師

ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳
■
●

● ● ●

● ● ●
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●
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第
五
章

第
四
章

第
四
節

第
三
節
急
進
社
会
党
と
物
質
的
圧
力
団
体

第
二
節
急
進
社
会
党
と
知
的
圧
力
団
体

第
一
節
は
じ
め
に

第
四
節

第
三
節
議
員
の
独
立
性

第
二
節
議
員
の
優
越
性

第
一
節

急
進
社
会
党
と
圧
力
団
体

急
進
派
議
員
の
政
治
行
動

お
わ
り
に

お
わ
り
に

は
じ
め
に

’
急
進
社
会
党
史
の
な
か
で

’

l37 131 124 121 121 118 108 107 105 lO5
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第
七
章
初
期
ド
・
ゴ
ー
ル
の
政
治
思
想
ｌ
「
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
」
と
い
う
保
守
主
義
Ｉ

第
六
章
ア
ベ
・
ル
ミ
ー
ル
小
論
’
’
十
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
の
一
側
面
Ｉ

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

は
じ
め
に
…
…
…
…
・
…
．
．
：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
・
…
・
…
…
・
・
…
・
…
．
．
…
…
…
．
：
…
…

第
二
次
大
戦
前
夜
の
フ
ラ
ン
ス
の
保
守
主
義
…
．
：
：
．
：
…
…
．
：
：
：
…
：
．
…
．
：
：
：
…
：
：
：
：
…
：
：
：
：
：
：
、

ド
・
ゴ
ー
‐
ル
の
経
歴
’
’
四
十
九
歳
ま
で
．
：
…
…
：
：
：
：
…
…
…
：
：
：
：
：
：
．
：
：
：
：
：
．
：
：
：
：
：
：
．
：
：
：
：
：

ド
・
ゴ
ー
‘
ル
の
初
期
の
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